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〔ⅩⅩⅠ〕印刷機械およか遠心清澤椀

PRINTING PRESS AND CENTRIFUGAL PURIFIERS

30年度は従 市場に見なかった
一.→り一一軒運輸転機を多数製

什して斯界をリードするとともに,この分野において確

固たる地位を占めるに至ったハ

すなわち高速ユニット型ケラビヤ輪転機2台,高速書

籍輪転機3台,高速多色オフセット輪転機1台を完成し

たがこれらほ■∨､づれもIU来の仙什製L与い~主も土より最近口

土製作動が製作した新型の輪転使よりもさらこ一段宣

速化された高性能のものである｡

このため各輪転機とも歯車の精度,軸受部の構造,回

転部のバランスおよび折畳機構についてかく段と性能を

向上させたが,それぞれの輪転機につい｣~ごほ才宥こ下記の

点を改良している｡すなわちグラビヤ輪転機では乾燥装

置とインク装置に,オフセット輪転機では白■動紙継装置

と見当整

一
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苦籍輪転機でほ張力調鷹装置に特に

留意している｡

遠心清浄機は高速回転を行う上にその主要国転部ほ常

に分解剤立が行われるので高度の技術を要する製品で,

また需要が多岐にわたるため,肺引こ適した機種を必要

とする｡

口立退心持浄機は従 より独白の境地を拓いているが

今回さらに画期的な小型遠心清浄機を完成した｡また従

た新機構によった新型および清澄

牛用機種の完成を見た｡

印 刷 機

B列全判横巻両面1色グラビヤ輪転機

8色ダラビヤ輪転機の完成と を同じくして,両脚1

色ケラビヤ輪転機を完成し,前者と同様大[1本印刷に納

入した)

本機｣ヒ8色機の経験をもとにLて各種山改良を加え,

高速化上板披の容易化をはかったものであり,将 印刷

ユニットをも追加しうるように設計している｡

おもな改良ノ黒よ抱燥装置とインク装置であるが,前者

こt陀1射肘Ⅲが無くなったこと,すなわち熱風効率の向上

である｡

このためには熱風循環系統排気系統およびフードに改

良を加え,ガスの漏洩を完全∴防｣_卜した｡.

後者はインキング用アプリケー㌢の形状を1段と台劇

化し,インクの流れを均¶一にし,魔境の流人などに基く

インク切れの現象を除去した｡またアプリケ一夕の着脱

を容易にした｡

その上,ドクタカバーぴ)構造を改良し,版胴周りし')密
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第1図 B列全判横巻両所1色ゲラビヤ輪転機

Fig.1.Rotogravure Press

仕 様

式‥.
…RGUll-BIFl

称

B列全判横券面而1色ゲラビヤ鶉転機

版 胴 外 周………………..‥766mm

版 胴 幅‥‥
….1,256mm

印 刷 速 度……..350rpm 約270m/min
B516頁 42,000郡/b

主 tE 動 機….30HP巻線型三相誘導電動機

機械しっ大きさ‥長さ9mx隔4.5mx高さ3･5m

B列全判横巻両面1色書籍輪転機

昭和29年秋に,大口フ机1刷より,捉凍の書籍輪転機よ

りは,非常に高性能なft二様を要求された日立製作所は,

斬新なる~設計上最近職ネコ骨J諸

丈って,この要望二巨分こたえうく-

設備二j二作機の活用に

秀な機械を完成し

た｡すなわち版胴回振放せ毎分14回転サ低速から最高

3501州童云まで連続的∴二変え･~)く,.よ･~∴こし｣∴~払子′〕,運転は

きわめてlTJ滑であモこ､｢そJ_)た♂)紙し′)張｢り甜整に渕キに留

意した｡すなわち給紙一子IH二あるPIVを介して駆動され

ている3木口･-ラを装置し,さらに3本の革リンクベル

トによりホ経をかえるか,あるい:まベルトを電動機によ

第2図 B列全判横巻L†1坂輪転機

T)ig.2.Rotary L,etterpreSS
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って移動させ,ベルトの巻取紙に対する巻付角を変化さ

せることにより,巻板紙の張力を常に適正なる状態で一

定にすることができるようになっている｡

なお本機は長折式の折磯を使用している｡

仕 様

型 式…………….RLAll-BIF2

名
･称……‥B列全判横春雪籍輪転槻

療 準 用 紙

B列本判横巻(765mmxl,085mm)

胴J)直 径‥‥‥‥‥.‥.‥.‥… 240mm

折 畳….B532貢,最高21,000部/h

主 電 動 機‥‥15HP巻線型三相誘導電動機

機械の大きさ‥長さ5.7mx隔2mx高さ2･2m

B列全判横巷両面2色オフセ､ソト輪転機

去る昭和26年,本邦における画期的な両面4色オフセ

ット輪転機を完成し,多色オフセット輪転機製作の確固

たる地位を確立した日立製作所は,今回再び両面2色オ

フセット輪転機を完成した｡凸版印刷より受注した本機

:ま,前回の機械より用紙寸法が大き-.､B列全判横巻の輪

転機であり,全くの新設計であるが,設計着手より完成

まで僅か10節月という短時日で製作しラム二｡特に本機は前

機にくら/こ,回転数および紙幅が約5割増大され,しかも

粗悪なる用紙をも使用可能なるようにとの要求で,各部

の構造機僕㌍ついては,拙二留意した設計製作をしてい

る｡すなわち自動紙継装置,見当整合装置のうち前者･:′エ

数巨と1の仰ボタンおよぴレバーの操作と視察とこよりきわ

めて簡単に行うこ上ができる｡後者は各印刷ユニットお

よび折機,枚葉排紙機の原動軸に,それぞれ取付けられ

た差動歯車機構により,運転中におのおの関係位置を任

意に変えて見‡Ll整合を行う｡操作は押ボタンにより行う

J)であるが,1/2;秒ごとに版胴を円周方向に0･1mmず

つ整.ご†でき石-uなおこれを点灯ランプiこ連動させて,粥

扱いを一存易･∴してある｡

仕 様

式…………….ROU22-BIFSI

称

第3図

Fig.3.

B列全版槙巻両面オフセット輪転機
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B列全判横巻両面2色オフセット輪転機

版胴 の 外周………….‖…….785mm

印 刷 速 度.".最高300rpm常用250rpm

18,000部/b
主 電 動 機‥..40kW巻線型三相誘導電動機

機械の大きさ‥長さ13.9mx隔6mx高さ3.4m

遠心清浄機

KDO型遠心三春渾機

遠心清浄機は各方面で広くf 用されているがほと

んど大型で,比較的小量の油類の清浄用や,実験室用とし

て手軽に使用できるものはあまり見受けられなかった｡

今回種々の技術的問題を解決して完成したKDO型小

型遠心清浄機はこれらの要望を完全に満足したもので,

電動機の出力が僅かに 250Wという小型軽量のもので

あるが,その能力は潤滑油清浄の場合150～200J/b に

達する｡すでに大学における菌体分離や実験用,冷凍工

場や機械工場における潤滑油類の清浄用, 料工場にお

ける塗料頸の清浄用などに使用され好評をえている｡

第4図 化学実験室で使用中のKDO型遠心清浄機

Fig.4.TypeKDO CentrifugalPurほerinUse

at a ChemicalLaboratory

D-F型･遠心三着ミ軍機

D型遠心清浄機鳥この種清浄機のベルトドライブ方式

しり先駆ヒして知られているが,今回完成したD-F型遠心

清浄機はさら∴新機軸によった回転機構を採用しノ′,叉そ

の他の箇所も著しく改良Lた酎那勺なものである｡すな

す)ち~本堪捏)回虹軸部は現在型のバネを用いた~叶動軸受の

代りに軸の剛性を利用して敷板作用を行い,かつベルト

増適法を巧妙に用いた/〔†理的な構造である｡したがって

船舶で使用する場合のように傾斜動揺する状態で逆転さ

れても摺動摩 を生じる箇所がなく,苛酷な使用条件の

卜においてもすぐれた性能と寿命を有するものである｡



印 刷

第5図

DO-F型 遠心清浄 機

Fig.5.

Type DO-F Centrifugal

Puri丘er

第6図

DP-F型 遠心清浄機

Fig.6.

Type DP-F Centrifugal

Puri丘er

なお本機はこの新回転機構の採用のほかに新方式によ

る確実有効なべアリング潤滑法が採用されており,また

フレーム部,ベルトタイトナ一部,その他師酢二間して

も楕々の改良が美施ぶれ,従来型に比して外観,性能,

寿命とも一段と進歩している｡

なおその機種および仕様は従来埋伎同様で第5図DO-

F型(開放型),第`図DfしF型(密閉型)はその例で

ある｡
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第7図 3SOCS型 遠 心 清 浄 機

Fig.7.Type3SOCS CentrifugalPuri丘er

3SOCS型遠心三春渾機

アルギン酸ソーダ 造閥として多数納入した3SOCS

型遠心清浄機は淑中の爽雑物除去のみを目的とした清澄

増刷のS聖遠心清浄機で,接液部:エすべて不鋳鋼を使用

し,またその回転筒･｢上特二構造簡易化および重量低減に

留志して設計された新製品である｡い胡伝筒重量は標準S

埋清浄機より約4.5kg軽いっ このため分間組立時にお

ける回転筒鞭扱がきわめて不易で,比脚勺分解,組立が

ひんばんな本用途においてほその効果が~許しく,好評を

えている｡なお本機は他用途においても清澄用として他

用できるものである｡

論 火力発電樵器特集号弟=集 別冊 No･12

弊社では昭和28年12月日立評論別冊No.4 として火力発電機器特集号を発行し,当時の最高技術

の紹介および研究の成果を発表致しまL.たが,その後,日進日歩の技術の発達は掛こ火力発電機器にお

いてめぎましいものがあり,高温,高圧,大容量の火力発電機器が相ついて製作運転さわました.､

こゝに最近の高温,高圧,大容量のポイラ,タービンおよび関係機器に})いての諸問題中より特に下

記題目を執りあげ,火力発･造機器特集号第二集ヒし,二月下旬皆様の御手ヰノ･_へ御贈川中ヒげくいニーニ(二

なりました｡何卒その発行を御期待下さい.,

◎最近の火力発電設備の趨勢に一-)いて

◎再熱プラントにおける急速起動停止上最低負荷

◎B&W E 型 ミ ′し

◎負荷変動時の 汽偉特性 に〕い

◎低質炭燃焼とサイ グIコ ン′て'′叶-†~′1

◎ボイ ラ炉壁構造と炉材にりい｣こ

◎材料面より見た日本におCナる蒸気タービンJ)蒸気

状態iこりいて

◎最近の火力発電所に才;ける給水処理に関守る二,三L｢1

間置

◎低効率発電所の能率改善に関する諸問題

◎タ ← ビ ン潤滑油 の検討(第6報)

◎タービン発電械セット(/Jフィルドにおける振動と対策

◎最近のダーlごン発電機と水素冷却方式にr~--ハ､て

◎中 央 制 御 こ い

◎火 力 機 器 桐 ニー二葉 計 器

課誤幣豊沃禁ナ7靂日 立 評 論
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